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東三河地域水循環再生地域協議会設置要綱（案） 

(目的) 

第１ 東三河地域における水環境の総合的な改善に向け、県民・事業者・民間団体・ 

  行政が連携・協働して健全な水循環を再生するため、東三河地域水循環再生地域 

  協議会(以下「協議会」という。)を設置する。 

(協議会の行う協議・活動) 

第２ 協議会は、次の各号に掲げる事項について協議し、活動を行う。 

（１） 水循環再生の推進に関する事項。 

 （２） 水循環再生地域行動計画の策定及び推進に関する事項。 

 （３） 水循環再生の取組の情報交換や調整に関する事項。 

 （４） その他水環境の総合的な改善に必要な事項。 

(構成) 

第３ 協議会は、別表１に掲げる事業者・県民・民間団体、市町村、国及び県の関係 

  機関で組織する。 

(運営) 

第４ 協議会各構成員の意見を中立的な立場から集約し、協議会の円滑な運営を図る 

  ため、協議会に座長を置く。 

２ 座長は、学識経験者をもって充てる。 

３ 協議会は、座長が招集する。 

４ 座長の任期は２年とし、その再任を妨げない。 

５ 座長が協議会に出席できない場合は、座長が推薦した者がその協議会において

座長の代理を務める。 

(行動計画フォローアップチーム) 

第５ 行動計画の進捗状況の点検・把握などを行い、取組の一層の推進を図るため、 

  協議会に行動計画フォローアップチームを設ける。 

２ 行動計画フォローアップチームは、別表２に掲げる者をもって構成するものとし、

チームリーダー及びサブリーダーを置く。 

３ チームリーダーは、環境局環境政策部水大気環境課長を、サブリーダーは建設局

河川課長をもって充てる。 

４ 行動計画フォローアップチームの会議は、チームリーダーが招集する。 

(外部関係者の出席) 

第６ 座長は、協議会に際し必要と認めるときは、関係者の出席を求め、意見を聴く 

  ことができる。 

(事務局) 

第７ 事務局は、環境局環境政策部水大気環境課及び建設局河川課で構成し、環境局

環境政策部水大気環境課が代表する。 
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   附 則 

 この要綱は、平成 19 年１月 26 日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成 20 年 4 月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成 22 年 2 月 8 日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成 25 年 2 月 7 日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成 26 年 1 月 29 日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 31 年 2 月 19 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和 2年 2月  日から施行する。 
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区　分 所属 役職等

座長 豊橋技術科学大学 准教授　横田久里子

新城森林組合 組合長

豊橋農業協同組合 組合長

愛知東農業協同組合 組合長

蒲郡漁業協同組合 組合長

豊川上漁業協同組合 組合長

豊橋商工会議所 専務理事

豊川商工会議所 専務理事

豊川総合用水土地改良区 理事長

穂の国森づくりの会 事務局長

朝倉川育水フォーラム 理事長

豊橋市 市長

豊川市 市長

蒲郡市 市長

新城市 市長

田原市 市長

設楽町 町長

東栄町 町長

豊根村 村長

中部地方環境事務所 総務課長

中部地方整備局豊橋河川事務所 所長

中部地方整備局三河港湾事務所 所長

水資源機構中部支社 事業部長

東三河総局 総局長

東三河総局新城設楽振興事務所 所長

新城設楽農林水産事務所 所長

東三河農林水産事務所 所長

新城設楽建設事務所 所長

東三河建設事務所 所長

三河港務所 所長

農業水産局 局長

建設局 局長

環境局 局長

別表１　　　　　　　東三河地域水循環再生地域協議会

県

国

市町村

事業者・県民・民間団体
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区　分 所属 役職等

新城森林組合 参事

愛知東農業協同組合 企画課長

蒲郡漁業協同組合 参事

豊橋商工会議所 事務局次長

豊川総合用水土地改良区 事務局長

穂の国森づくりの会 事務局長

朝倉川育水フォーラム 事務局

豊橋市 関係課長

新城市 関係課長

田原市 関係課長

中部地方整備局豊橋河川事務所 事業対策官

中部地方整備局三河港湾事務所 企画調整課長

東三河総局 環境保全課長

東三河総局新城設楽振興事務所 環境保全課長

新城設楽農林水産事務所 農政課長

東三河農林水産事務所 農政課長

新城設楽建設事務所 河川整備課長

東三河建設事務所 河川港湾整備課長

三河港務所 建設課長

建設局 河川課長

環境局 環境政策部水大気環境課長

県

国

市町村

別表２　　東三河地域水循環再生地域協議会 行動計画フォローアップチーム

事業者・県民・民間団体
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取組点検指標を用いた取組確認結果（東三河地域）

１ 背景 

東三河地域水循環再生地域協議会では、行動計画の進捗状況を把握・点検す

るため、2008 年度に｢取組点検指標｣を取りまとめ、2009 年度から取組状況の確

認を行っています。 

｢取組点検指標｣は、地域で広く実施されている基盤的な取組である｢地域共

通の取組｣と地域に根ざした取組である｢流域別の取組｣が設定されています。 

さらに、｢地域共通の取組｣は、水循環の機能である｢きれいな水｣｢豊かな水｣、

｢多様な生態系｣｢ふれあう水辺｣の４項目が、｢流域別の取組｣は、水循環再生に

向けた取組テーマである｢森づくり｣｢郷づくり｣｢まちづくり｣｢川、里海づくり｣

の４項目が設定されています。 

【取組点検指標の概念】 

健全な水循環再生に向けた取組(取組一覧表) 
東三河地域 66 の取組

地域共通の取組
アクション・シート

流域別の取組
アクション・シート

森が活性化する森づくりに向けて

豊川の上･下流交流､水源涵養林育成事業など

人と自然が元気な郷づくりに向けて

環境保全型農業推進事業、湿地の保全など

水が感じられるまちづくりに向けて

三河湾浄化フェアの開催、井戸掘り事業助成な

ど

森と海をつなぐ川・里海づくりに向けて

憩いの水辺環境整備事業、水生生物調査など

安心して利用できるきれいな水のために

下水道整備、環境保全型農業推進事業など

暮らしを支えて流れる豊かな水のために

森林の整備･保全、透水性舗装推進など

水が育む多様な生態系のために

ため池の保全、多自然川づくりなど

人と水とがふれあう水辺のために

ビオトープ整備、河川･海岸の清掃など

地域目標 流域別目標
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２ 2018 年度取組実績 

・東三河地域水循環再生地域協議会構成員３２団体により、健全な水循環機能を取

り戻すため様々な取組が実施されました（取組集計結果は別表参照）。 

・地域共通の取組については、｢きれいな水｣の代表的な取組である、生活排水処理

施設の整備（下水道の整備等）が進んだことにより、汚水処理人口普及率が年々

上昇しています。また、下水道施設の高度処理の導入も進んでいます。 

・流域別の取組については、清掃活動や森林の整備、環境教育などが実施されてい

ます。 

水循環のイメージ

健全な水循環を取り戻す取組の方向性
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３ 地域共通の取組の進捗確認 

  第３次の行動計画では、取組の進捗状況が示せるよう、地域共通の取組に目標値が

設定されています。 

 （進捗状況の例） 

・生活排水処理施設の整備は目標年度(2030)に向け整備が着実に進んでいます。 

  ・雨水浸透施設等の設置や透水性舗装の整備、ため池の保全などは継続的に実施さ

れています。 

  ・河川・海岸清掃の実施回数、実施箇所数、延べ参加人数は天候等により前年を下

回りました。 

・海域の環境基準の達成率は目標を達成されませんでした。 

・各取組の進捗状況は別添のとおりです。 
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東三河地域　地域共通の取組点検指標及び取組実績

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度
汚水処理人口普及率（％） 汚水処理人口普及率（％） 汚水処理人口普及率（％）

82.8% 83.5% 84.1% 85.6% 86.5% 86.5% 88.1% 88.6% 89.3% 90.4%

下水道の整備 下水道普及率（％） 下水道普及率（％） 下水道普及率（％）

・ 生活環境の改善、公共用水域の水質保全のため下水
道整備を推進する。

65.2% 65.8% 66.2% 67.2% 67.7% 68.2% 68.6% 69.3% 70.0% 70.9%

高度処理施設の導入（下水道整備の内） 高度処理人口普及率（％） 高度処理人口普及率（％） 高度処理人口普及率（％）

・ 伊勢湾と三河湾の富栄養化を防止するため、下水道
施設の高度処理化を行う。

36.2% 36.7% 36.8% 44.9% 45.3% 45.7% 46.8% 47.5% 48.2% 48.9%

農業集落排水施設の整備 農業集落排水処理人口普及率（％） 農業集落排水処理人口普及率（％） 農業集落排水処理人口普及率（％）

･ 農業集落におけるし尿、生活雑排水等の汚水を処理
する施設を保全、維持し、農業用用排水の水質保全、農
業用用排水施設の機能維持、及び農村生活環境の改
善を図り、併せて公共用水域の水質保全を図る。

5.7% 5.6% 5.6% 5.6% 6.0% 6.0% 6.2% 6.1% 6.0% 5.8%

合併処理浄化槽の設置 合併処理浄化槽処理人口普及率（％） 合併処理浄化槽処理人口普及率（％） 合併処理浄化槽処理人口普及率（％）

11.7% 11.8% 12.1% 12.7% 12.6% 12.0% 13.1% 13.0% 13.2% 13.6%
合併処理浄化槽の基数割合(％) 合併処理浄化槽の基数割合(％) 合併処理浄化槽の基数割合(％)

31.0% 33.6% 35.0% 36.0% 37.3% 38.3% 39.3% 40.7% 41.7% 42.4%

コミュニティプラントの整備 コミュニティプラント処理人口普及率（％） コミュニティプラント処理人口普及率（％） コミュニティプラント処理人口普及率（％）

・ コミュニティプラントの整備及び適正な維持管理を推
進する。 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.24% 0.24% 0.15%

干潟・浅場造成面積（ha） 干潟・浅場造成面積（ha） 干潟・浅場造成面積（ha）

1ha － － － 1.5ha 1.0ha 1.1ha 0.1ha 1.0ha 1.4ha

河川(BOD)の環境基準達成率（％） 河川(BOD)の環境基準達成率（％） 河川(BOD)の環境基準達成率（％）

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100％ 100% 100% 100.0%
海域(COD)の環境基準達成率（％） 海域(COD)の環境基準達成率（％） 海域(COD)の環境基準達成率（％）

50% 50% 50% 50% 50% 50% 50％ 50% 50% 50.0%
実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

27箇所 20箇所 41箇所 33箇所 31箇所 28箇所 37箇所 28箇所 34箇所 18箇所
延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

598人 491人 775人 616人 598人 668人 591人 533人 221人 88人
実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

70回 67回 68回 183回 172回 178回 167回 142回 187回 133回
実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

120箇所 102箇所 103箇所 113箇所 138箇所 170箇所 134箇所 206箇所 246箇所 212箇所
延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

27,962人 20,960人 20,961人 30,053人 29,294人 27,169人 23,237人 28,954人 28,134人 18,427人

－ －

前年増 単年

前年増 単年

前年増 単年

100% 毎年

100% 毎年

前年増 単年

目標値
目標
年度

100% H42

86.7% H42

きれいな水

・合併処理浄化槽設置済人口/行政人口×
100
・合併処理浄化槽基数/全浄化槽基数×100

めざす姿
指標とする取組

指標の説明
取組内容

実施回数（回）

・ 公共用水域及び地下水の水質常時監視を実施する。

コミュニティプラント処理人口/行政人口×
100

汚水処理人口/行政人口×100

高度処理人口/行政人口×100

下水道処理人口/行政人口×100

農業集落排水処理人口/行政人口×100

構成員が主催する河川又は海岸の清掃活
動の実施回数、実施箇所数、延べ参加人数

・ きれいな川と海を次世代へ残すために地域住民・自治体・
国が一体となって清掃活動を行う。また、河川、水路及びた
め池の環境を守り向上させるために、啓発活動と美化活動
を行う。

延べ参加人数（人）

干潟・浅場造成事業

干潟・浅場を造成した面積・ 水質・底質の悪化により低下した漁場生産力の回復や水
質浄化機能の向上を図る。

河川等公共用水域水質監視

・河川BODは東三河地域のみの環境基準達
成率
・海域CODは渥美湾のみの環境基準達成率

汚
水
処
理
全
体
の
内
訳 ・ 既設の単独処理浄化槽について、地域の実情に応
じ、合併処理浄化槽への転換の促進を図る。併せて窒
素、リンが削減できる高度処理型の浄化槽の普及を推
進する。

100% H42

0.12% H42

471ha
H26
～H50

100% H37

7.5% H42

水生生物調査の実施箇所数、延べ参加人数・ 身近な自然とふれあうことで、環境問題への関心を高める
とともに広く水環境保全の普及啓発を実施する。

河川・海岸の清掃

前年増 単年

合併処理浄化槽処理人口普及率（％）

生活排水処理施設の整備　　汚水処理全体

・下水道、集落排水、合併処理浄化槽など地域の実情に応
じた汚水処理施設の整備により、生活環境の改善、公共用
水域の水質保全を図る。

合併処理浄化槽の基数割合(％)

コミュニティプラント処理人口普及率（％）

干潟・浅場造成面積（ha）

河川(BOD)の環境基準達成率（％）

海域(COD)の環境基準達成率（％）

実施箇所数

実施箇所数

延べ参加人数（人）

水生生物調査

実　　績

高度処理人口普及率（％）

下水道普及率(％)

汚水処理人口普及率（％）

農業集落排水処理人口普及率（％）
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2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度
目標値

目標
年度

めざす姿
指標とする取組

指標の説明
取組内容

実　　績

間伐面積(ha) 間伐面積(ha) 間伐面積(ha)

2,729ha 3,246ha 3,246ha 2,521ha 2,608ha 2,362ha 2,397ha 2,497ha 1,845ha 1,881ha

間伐面積（ha） 間伐面積（ha） 間伐面積（ha）

402.6ha 394.7ha 493.3ha 399.6ha 410.6ha 342.6ha 339.8ha 368.2ha 363.0ha 344.4ha

雨水貯留施設の設置数 雨水貯留施設の設置数 雨水貯留施設の設置数

20基 9基 10基 51基 41基 35基 31基 22基 10基 2基
雨水貯留浸透施設設置補助件数 雨水貯留浸透施設設置補助件数 雨水貯留浸透施設設置補助件数

100件 61件 62件 113件 116件 98件 54件 30件 53件 34件
整備箇所数 整備箇所数 整備箇所数

23箇所 104箇所 247箇所

整備面積(m2) 整備面積(m2) 整備面積(m2)

11,619㎡ 4,508㎡ 1,415㎡ 5,589㎡ 4,943㎡ 1,450㎡ 965㎡ 1,978㎡ 10,850㎡ 1,348㎡

整備延長(km) 整備延長(km) 整備延長(km)

- 3km 1km 1km 5km 7.6km 3.3km 1.0km 0.9km -

干潟・浅場造成面積（ha） 干潟・浅場造成面積（ha） 干潟・浅場造成面積（ha）

1ha － － － 1.5ha 1.0ha 1.1ha 0.1ha 1.0ha 1.4ha

実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

27箇所 20箇所 41箇所 33箇所 31箇所 28箇所 37箇所 28箇所 34箇所 18箇所
延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

598人 491人 775人 616人 598人 668人 591人 533人 221人 88人
実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

70回 67回 68回 183回 172回 178回 167回 142回 187回 133回
実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

120箇所 102箇所 103箇所 113箇所 138箇所 170箇所 134箇所 206箇所 246箇所 212箇所
延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

27,962人 20,960人 20,961人 30,053人 29,294人 27,169人 23,237人 28,954人 28,134人 18,427人
整備箇所数 整備箇所数 整備箇所数

23箇所 104箇所 247箇所

整備延長(km) 整備延長(km) 整備延長(km)

- 3km 1km 1km 5km 7.6km 3.3km 1.0km 0.9km -

実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

70回 67回 68回 183回 172回 178回 167回 142回 187回 133回
実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

120箇所 102箇所 103箇所 113箇所 138箇所 170箇所 134箇所 206箇所 246箇所 212箇所
延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

27,962人 20,960人 20,961人 30,053人 29,294人 27,169人 23,237人 28,954人 28,134人 18,427人

4,000ha
(県域)

H28
～H32

継続
実施

単年

単年

継続
実施

単年

継続
実施

単年

前年増 単年

前年増 単年

前年増 単年

前年増 単年

単年

471ha
H26
～H50

前年増 単年

前年増

構成員が施工した透水性舗装の面積・ 雨水を地中に浸透させ、都市の水循環をより自然なもの
に近づけ、雨水流出抑制と地表面の温度低下によるCO2削
減など環境に配慮したまちづくりを行う。

構成員が整備したため池の箇所数

・ （公財）豊川水源基金の水源林対策事業に対し負担金を
支出し、県と流域市町村が一体となって水源地域の森林整
備及び作業路新設への助成を行う。

間伐を実施した面積

間伐を実施した面積

間伐面積（ha）

雨水貯留施設の設置数

雨水貯留浸透施設設置補助件数

ため池の保全

単年

継続
実施

単年

県内全域での実績・ 河川全体の営みを視野に入れ地域の歴史文化との調和
に配慮し、河川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環
境及び多様な河川景観を保全・創出する。

継続
実施

単年

継続
実施

干潟・浅場を造成した面積・多様な生態系の維持や水質浄化、景観の維持などの多面
的な機能を持つ干潟・浅場の保全・再生を推進する。

・構成員が施工した公共施設等における雨
水貯留施設の設置数
・ 地域住民が行う雨水貯留浸透施設（浄化
槽転用貯留槽、雨水貯留浸透施設、雨水浸
透ます、雨水浸透管・側溝、透水性舗装な
ど）の設置に補助した件数

・ 降雨時における雨水流出抑制を図ることにより河川などの
洪水を軽減するとともに、公共下水道接続時に不用となる浄
化槽を雨水貯留施設へ転用することで、雨水の有効利用及
び地下水の涵養を図る。

透水性舗装の推進

継続
実施

単年

継続
実施

水生生物調査の実施箇所数、延べ参加人数・ 身近な自然とふれあうことで、環境問題への関心を高める
とともに広く水環境保全の普及啓発を実施する。

県内全域での実績・ 河川全体の営みを視野に入れ地域の歴史文化との調和
に配慮し、河川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環
境及び多様な河川景観を保全・創出する。

河川・海岸の清掃（再掲 「きれいな水」）

構成員が主催する河川又は海岸の清掃活
動の実施回数、実施箇所数、延べ参加人数

・ きれいな川と海を次世代へ残すために地域住民・自治体・
国が一体となって清掃活動を行う。また、河川、水路及びた
め池の環境を守り向上させるために、啓発活動と美化活動
を行う。

前年増 単年

前年増

干潟・浅場の保全・再生（再掲 「きれいな水」）

実施回数（回）

構成員が主催する河川又は海岸の清掃活
動の実施回数、実施箇所数、延べ参加人数

ため池の保全（再掲「豊かな水」）

構成員が整備したため池の箇所数
・ 近年の都市化の進展などによりため池を取り巻く環境の
悪化や、ため池の減少など様々な課題に対応するため、県
が策定した「愛知県ため池保全構想(H19.3)」に基づき、ため
池が持つ多面的機能を維持・増進する。

整備延長(km)

単年

河川・海岸の清掃（再掲 「きれいな水」）

・ きれいな川と海を次世代へ残すために地域住民・自治体・
国が一体となって清掃活動を行う。また、河川、水路及びた
め池の環境を守り向上させるために、啓発活動と美化活動
を行う。

・ 近年の都市化の進展などによりため池を取り巻く環境の
悪化や、ため池の減少など様々な課題に対応するため、県
が策定した「愛知県ため池保全構想(H19.3)」に基づき、ため
池が持つ多面的機能を維持・増進する。

間伐面積(ha)

水源地域の森林整備

水生生物調査（再掲 「きれいな水」）

多自然川づくり

実施回数（回）

実施箇所数

延べ参加人数（人）

多様な生態系

整備面積(m2)

整備延長(km)

干潟・浅場造成面積（ha）

実施箇所数

延べ参加人数（人）

実施箇所数

延べ参加人数（人）

ふれあう水辺 多自然川づくり（再掲 「多様な生態系」）

豊かな水 森林の整備

・ 森林が有する水源の涵養などの多面的機能を十分に発
揮させるため、森林の適切な保全管理を行う。

雨水浸透施設等の設置（浄化槽の転用を含む）
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東三河地域　流域別の取組点検指標及び取組実績

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度
水源地域の森林整備 間伐面積（ha） 間伐面積（ha） 間伐面積（ha）

・ （公財）豊川水源基金の水源林対策事業に対し負担金を支出し、県と
流域市町村が一体となって水源地域の森林整備及び作業路新設への助
成を行う。

402.6ha 394.7ha 493.3ha 399.6ha 410.6ha 342.6ha 339.8ha 368.2ha 363.02ha 363.02ha

豊川流域の森林整備 整備面積（ha） 整備面積（ha） 整備面積（ha）

・ 間伐や下草刈りなどの森林整備を行う。 5ha 5ha 5ha 5ha 5ha 5ha 5ha 6ha 10ha 7ha
里山づくり 整備面積（ha） 整備面積（ha） 整備面積（ha）

- 3ha - - - - 2ha 2ha 2ha -
実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

12回 12回 12回 12回 19回 15回 14回 14回 12回 -
延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

100人 150人 150人 350人 570人 500人 300人 200人 200人 -
分収育林事業 整備面積（ha） 整備面積（ha） 整備面積（ha）

・ 水源林の保全・かん養に「分収育林」という形でお手伝いする。
・ 上・下流地域の交流を通じて相互の理解を深め、水の大切さの理解を
深める。

32.9ha 16.1ha 32.9ha 16.7ha 32.9ha 32.9ha 32.9ha 32.9ha 32.9ha -

間伐材の利用促進 事業費（円） 事業費（円） 事業費（円）

・ 間伐材の利用を通じて水の大切さ、水源林保全の大切さを訴えるとと
もに、上下流域の交流を図る。 920,000円 856,738円 920,000円 920,000円 920,000円 830,000円 920,000円

（滑り台・積み木セットを７セット）
920,000円 920,000円 -

間伐材の利用促進 実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

2回 1回 1回 2回 1回 - - - - -
材積 材積 材積

6,980本 7,976本 5,405本 4,345本 795 - - - - -
小学校訪問授業・野外体験授業 実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

・ 森林のはたらき（水源涵養等）や森林整備の重要性等についての出前
授業間伐等の森林整備体験授業を実施する。 7回 3回 8回 11回 9回 15回 21回 21回 21回 18回

水源地域交流事業（豊川流域における上下流交流） 実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

5回 5回 4回 9回 8回 9回 9回 7回 7回 4回
人数（人） 人数（人） 人数（人）

約156人 356人 731人 467人 966人 984人 1,250人 303人 310人 128人
豊川流域における上下流交流 宿泊者数（人） 宿泊者数（人） 宿泊者数（人） 宿泊者数（人） 宿泊者数（人） 宿泊者数（人） 宿泊者数（人）

・交流拠点施設ふれあいの館(グリーンメッセージ・設楽町(旧津具村地
内)宿泊者数。

1,798人
（市民459人）

1,445人
（市民374人）

1,342人
（市民591人）

2,002人
（市民1,295人）

1,621人
（市民884人）

1,702人
（市民970人）

1,832人
（市民1,031人）

畜産環境対策の推進 実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

・家畜排せつ物処理施設の設備、機械の修繕に対し補助金を交付する。
豊橋市バイオマスタウン
推進事業ホームページ運用

豊橋市バイオマスタウン
推進事業ホームページ運用

豊橋市バイオマスタウン
推進事業ホームページ運用

豊橋市バイオマスタウン
推進事業ホームページ運用

・畜産堆肥の成分分析
（養豚農家6件）

・ホームページによる情報発信

家畜排せつ物処理施設の
修繕費補助（補助件数2件）

家畜排せつ物処理施設の
修繕費補助（補助件数3件） ― 終了 終了

湿地・湿原の保全 補修・除草回数（回） 補修・除草回数（回） 補修・除草回数（回）

1回 1回 1回 1回 2回 2回 2回 2回 2回 2回
見回り回数（回） 見回り回数（回） 見回り回数（回）

54回 54回 54回 54回 54回 54回 54回 54回 27回 27回

合流式下水道の改善 実施内容 実施内容 実施内容

・ 合流式下水道の改善のため、吐き口対策ｽｸﾘｰﾝ、遮集管、雨水貯留施
設等の設置を行う。 - 2箇所 2箇所 4箇所 - スクリーン設置

（2箇所）
- ― 2箇所 吐き口対策ｽｸﾘｰﾝ、遮集管、雨水

貯留施設等の設置箇所：0

水質浄化の啓発 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

・ 水質浄化啓発事業の一環として、イベントへ参加し、水環境改善へ向
けた意識を啓発する。

・アクアフェスタ2009
3,000人

・530のまち環境フェスタ
10,000人

・アクアフェスタ2010
2,500人

・530のまち環境フェスタ
10,000人

530のまち環境フェスタ
5,000人

530のまち環境フェスタ
5,000人

530のまち環境フェスタ
6,500人

530のまち環境フェスタ
5,000人

530のまち環境フェスタ
7,500人

530のまち環境フェスタ
8,000人

豊橋みなとフェスティバル：2000人
豊橋みなとフェスティバル

2018：2000人

間伐面積（ha）

整備面積（ha）

整備面積（ha）

実施回数（回）

実施回数（回）

実施内容

延べ参加人数（人）

・ 巡視・下草刈りなど湿地・湿原の保全整備を行う。

・ 豊根村木サイクルセンターが間伐材（原木）買取時に１本あたり50円上
乗せする。

豊根村

豊橋市

補修・除草回数（回）

吐き口対策ｽｸﾘｰﾝ
（きょう雑物除去装置の）の設置

見回り回数（回）

実　　績

事業費（円）

実施回数（回）

本数 材積

実施回数（回）

人数（人）

整備面積（ha）

―

延べ参加人数（人）

森づくり

郷づくり

田原市

まちづくり

豊橋市

・ 下流域である蒲郡市民と上流域の新城市民（鳳来地区）、設楽町民が
相互に訪問して、相互の環境・文化等を理解するための交流を行う。

流域名 テーマ区分

豊川・天竜川等流域

指標とする取組 実施機関名
（構成員名）

豊橋市

豊橋市、豊川市、蒲郡市、新城市、田原
市、設楽町、東栄町、豊根村、県水資源
課
（※報告機関：県水資源課）

NPO穂の国森づくりの会

朝倉川育水フォーラム・ 朝倉川に環境の指標生物であり人々の郷愁をさそうホタルがかつての
ように自生する状態を実現することを目指し、里山のメンテナンス（下草
刈り、ザリガニ駆除）を行う。

蒲郡市、田原市、設楽町

NPO穂の国森づくりの会

蒲郡市、新城市、設楽町

新城設楽振興事務所、東三河
総局

蒲郡市

――

【課題】

○豊川放水路では赤潮の
発生による水質の悪化が見
られる。

○宇連川下流域においては
平年的に水涸れ状態となり、
河川環境への影響が見られ
ることがある。

○水源域である森林は森
林の手入れ不足を防ぐため
の取組が重要となっている。

＜上流部＞
○自然や良好な景観・清流
の保全

＜中下流＞
○動植物の生息・生育環境
の保全と環境学習、人との
ふれあいや安らぎの空間と
しての利用

【目標】

☆森づくりによる美しい自
然と健康で豊かな生活環
境との調和
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2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

実　　績
流域名 テーマ区分 指標とする取組 実施機関名

（構成員名）

学校における環境教育（豊川流域における体験学習） 実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

4回 4回 5回 5回 4回 8回 5回 4回 6回 -
実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

- - 5箇所 5箇所 4箇所 8箇所 5箇所 4箇所 6箇所 -
延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

322人 322人 226人 95人 78人 151人 107人 79人 136人 -
朝倉川の清掃活動 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

3,300人 3,280人 2,300人 3,100人 2,850人 3,221人 2,500人 3,000人 2,361人 -
実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

9,000kg 3,000kg 3,800ｋｇ 3,500ｋｇ 3,110ｋｇ 5,510ｋｇ 2,200ｋｇ 2回 2回 -
実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

2箇所 2箇所 -
川と海のクリーン大作戦 実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

3回 4回 8回 8回 8回 7回 4回 3回 2回 3回
実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

36箇所 44箇所 39箇所 37箇所 45箇所 68箇所 73箇所 57箇所 69箇所 63箇所
延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

4,826人 8,062人 4,904人 4,905人 2,766人 4,362人 5,078人 5,387人 4,093人 3,040人
しんしろクリーンフェスタ 実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

2回 2回 2回 2回 1回 1回 1回 1回 1回 1回
実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

23箇所 20箇所 21箇所 21箇所 10箇所 13箇所 39箇所 79箇所 52箇所 80箇所
延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

3,958人 4,215人 3,869人 4,153人 2,199人 1,602人 2,576人 3,539人 1,546人 3,752人
水生生物調査 実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

20箇所 15箇所 26箇所 27箇所 24箇所 19箇所 30箇所 26箇所 19箇所 20箇所
延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

454人 441人 607人 535人 512人 551人 486人 471人 236人 141人
ホタルの調査・観察 観察会実施回数（回） 観察会実施回数（回） 観察会実施回数（回）

2回 3回 2回 3回 1回 1回 1回 1回 1回 -

延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

30人 50人 50人 40人 10人 20人 50人 50人 100人 -

学校における環境教育（豊川流域における体験学習）（再掲） 実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

4回 4回 5回 5回 4回 8回 5回 4回 6回 -
実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

- - 5箇所 5箇所 4箇所 8箇所 5箇所 4箇所 6箇所 -
延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

322人 322人 226人 95人 78人 151人 107人 79箇所 136人 -
川に関する出前講座 実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

5回 2回 - 5回 4回 6回 6回
実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

5箇所 2箇所 - 5箇所 4箇所 6箇所 6箇所
延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

95人 209人 - 107人 79人 136人 171人

実施回数（回）

・ 夏休み期間中に小学校高学年を対象に参加者を募集し、市内を流れ
る豊川について体験を通じて学習する。
・ 申し込みのあった小中学校等に出向き出前講座を実施する。

実施回数（回）

実施箇所数

新城市

ごみの量(kg)

延べ参加人数（人）

延べ参加人数（人）

実施箇所数

実施箇所数

流域市町、豊橋河川事務所、
県水大気環境課
（※報告機関：豊橋河川事務
所、県水大気環境課）

・ 身近な自然とふれあうことで、環境問題への関心を高めるとともに広く
水環境保全の普及啓発を実施する。

・ 夏休み期間中に小学校高学年を対象に参加者を募集し、市内を流れ
る豊川について体験を通じて学習する。
・ 申し込みのあった小中学校等に出向き出前講座を実施する。

実施箇所数

延べ参加人数（人）

豊川市

実施回数（回）

実施箇所数

延べ参加人数（人）

実施箇所数

延べ参加人数（人）

延べ参加人数（人）

実施回数（回）

実施回数（回）

川・里海づくり

豊川市

豊川市

朝倉川育水フォーラム

小学校や中学校で、川の役割（治水・利水・環境）と身近な川について紹
介する出前講座を実施する。

朝倉川育水フォーラム・ 朝倉川に環境の指標生物であり人々の郷愁をさそうホタルがかつての
ように自生する状態を実現することを目指し、市民・企業・行政の三者の
パートナーシップにより河川の再生と地域環境改善を図る。

まちづくり豊川・天竜川等流域

・ 市民・事業所・行政が協働で清掃活動に取り組み、美しいまちづくり、
市民の環境保全に対する意識の高揚等を図る。

・ 豊橋の環境改善の象徴として、市街地を流れ多くの市民に親しまれて
いる朝倉川に、環境の指標生物であり人々の郷愁をさそうホタルがかつ
てのように自生する状態を実現することを目指し、市民･企業･行政の三
者のパートナーシップにより河川の再生と地域環境改善を図るための具
体的活動を行う。

豊川市、新城市、豊橋河川事
務所
（報告機関：市町村）・ 閉鎖性水域である三河湾の浄化を目的とした流域河川の清掃を行う。

観察会実施回数（回）

延べ参加人数（人）

延べ参加人数（人）
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2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

実　　績
流域名 テーマ区分 指標とする取組 実施機関名

（構成員名）

分収育林事業（再掲） 整備面積（ha） 整備面積（ha） 整備面積（ha）

・ 水源林の保全・かん養に「分収育林」という形でお手伝いする。
・ 上・下流地域の交流を通じて相互の理解を深め、水の大切さの理解を
深める。

32.9ha 16.1ha 32.9ha 16.7ha 32.9ha 32.9ha 32.9ha 32.9ha 32.9ha -

間伐材の利用促進（再掲） 事業費（円） 事業費（円） 事業費（円）

・ 間伐材の利用を通じて水の大切さ、水源林保全の大切さを訴えるとと
もに、上下流域の交流を図る。 920,000円 856,738円 920,000円 920,000円 920,000円 830,000円 920,000円

（滑り台・積み木セットを７セット）
920,000円 920,000円 -

小学校訪問授業・野外体験授業 実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

・ 森林のはたらき（水源涵養等）や森林整備の重要性等についての出前
授業間伐等の森林整備体験授業を実施する。 4回 3回 1回 1回 4回 4回 1回 3回 2回 1回

水源地域交流事業（豊川流域における上下流交流） 実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

5回 5回 4回 9回 8回 9回 9回 7回 7回 4回
人数（人） 人数（人） 人数（人）

約156人 356人 731人 467人 966人 984人 1,250人 303人 310人 128人
豊川流域における上下流交流（再掲） 宿泊者数（人） 宿泊者数（人） 宿泊者数（人） 宿泊者数（人） 宿泊者数（人） 宿泊者数（人） 宿泊者数（人）

・交流拠点施設ふれあいの館(グリーンメッセージ・設楽町(旧津具村地
内)宿泊者数。

1,798人
（市民459人）

1,445人
（市民374人）

1,342人
（市民591人）

2,002人
（市民1,295人）

1,621人
（市民884人）

1,702人
（市民970人）

1,832人
（市民1,031人）

－ － - - - - - -
－ － - - - - - -

蒲郡市井戸掘り事業助成金 件数 件数 件数

・ 井戸水の効率的利用の促進、節水意識野向上を図るため、公益目的
の井戸掘りに助成する。 - - - - 1件 1件 - － - -

港湾環境整備事業 整備率(％) 整備率(％) 整備率(％)

・ 緑地の整備を行い、憩いの場の創出を図る。 0.1% - - - - - - － － -
浚渫窪地の修復 整備面積（ha） 整備面積（ha） 整備面積（ha）

・ 三河湾に点在する浚渫窪地等を埋め戻し、貧酸素水塊の発生を抑え
る。 5.3ha 5.4ha 5.3ha 3.5ha 2.9ha 1.6ha 1.0ha 36ha 1.1ha -

水生生物調査 実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

6箇所 4箇所 7箇所 5箇所 6箇所 8箇所 6箇所 6箇所 5箇所 4箇所
延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

105人 16人 67人 72人 77人 107人 100人 106人 12人 12人

整備面積（ha）

蒲郡市、田原市、設楽町

蒲郡市

NPO穂の国森づくりの会

－ -

蒲郡市

蒲郡市、新城市、設楽町

田原市

・ 身近な自然とふれあうことで、環境問題への関心を高めるとともに広く
水環境保全の普及啓発を実施する。

三河港務所

三河港務所

-

―

郷づくり

川・里海づくり

川・里海づくり

森づくり

流域市町、県水大気環境課
（報告機関：県水大気環境課）

・ 下流域である蒲郡市民と上流域の新城市民（鳳来地区）、設楽町民が
相互に訪問して、相互の環境・文化等を理解するための交流を行う。

まちづくり

三河湾沿岸域
（豊川・蒲郡等）

――

-

整備面積（ha）

実施箇所数

延べ参加人数（人）

事業費（円）

実施回数（回）

人数（人）

件数

整備率(％)

実施回数（回）

【課題】

○沿岸域では、干潟・浅場
の造成、浚渫窪地の修復な
どが実施されてきたが、引き
続き赤潮や貧酸素水塊の発
生が見られることから、さら
に海域環境の改善対策が必
要となっている。

【目標】

☆自然と風景と文化が調
和したふれあい空間として
の水辺
☆魚などの生き物が豊か

○水がきれいで散歩などが
楽しめる景観にすぐれた川
○貧酸素水塊の抑制や干
潟の造成など生物の生息
環境の改善
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2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

実　　績
流域名 テーマ区分 指標とする取組 実施機関名

（構成員名）

小学校訪問授業・野外体験授業 実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

・ 森林のはたらき（水源涵養等）や森林整備の重要性等についての出前
授業間伐等の森林整備体験授業を実施する。 - - - 1回 - - - － － －

畜産環境対策の推進（再掲）

・家畜排せつ物の適正な管理を進めることで畜産経営による周辺環境対
策を推進する。

豊橋市バイオマスタウン
推進事業ホームページ運用

豊橋市バイオマスタウン
推進事業ホームページ運用

豊橋市バイオマスタウン
推進事業ホームページ運用

豊橋市バイオマスタウン
推進事業ホームページ運用

・畜産堆肥の成分分析
（養豚農家6件）

・ホームページによる情報発信

家畜排せつ物処理施設の
修繕費補助（補助件数2件）

家畜排せつ物処理施設の
修繕費補助（補助件数3件）

田原市バイオマスタウン構想の策定・推進

・ 家畜排せつ物の適正処理及び有効利用の推進を通じて、河川の水質
汚染防止、土壌の地力回復、悪臭防止等、地域の生活環境を保全すると
ともに、バイオマスエネルギーとしての利用を図り、積極的なＣＯ２抑制に
資する。

- 1件 4件 5件 - 3件 1件

汐川水質改善行動計画の実施 環境基準達成月数率（％） 環境基準達成月数率（％） 環境基準達成月数率（％）

・ 「たはらエコ・ガーデンシティ推進計画」で課題としてあげられている「汐
川、三河湾の水質汚濁」を改善するため、平成１８年３月に策定した行動
計画に基づき効果的な対策を講ずる。

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

合流式下水道の改善 実施内容 実施内容 実施内容

・ 合流式下水道の改善のため、吐き口対策ｽｸﾘｰﾝ、遮集管、雨水貯留施
設等の設置を行う。

－ － - －
・スクリーン：2箇所
・貯留施設：1箇所

スクリーン設置：2箇所 -
吐き口対策スクリーン

4箇所設置
吐き口対策スクリーン

2箇所設置

吐き口対策ｽｸﾘｰﾝ、遮集
管、雨水貯留施設等の設

置箇所：0

汐川水質改善行動計画の実施（再掲） 環境基準達成月数率（％） 環境基準達成月数率（％） 環境基準達成月数率（％）

・ 「たはらエコ・ガーデンシティ推進計画」で課題としてあげられている「汐
川、三河湾の水質汚濁」を改善するため、平成１８年３月に策定した行動
計画に基づき効果的な対策を講ずる。

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

梅田川ふれあいクリーン作戦 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

1,600人 1,600人 1,500人 1,500人 1,500人 1,500人 雨天中止 雨天中止 1000 梅田川ふれあいクリーン作戦
2018：降雨により中止

実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

雨天中止 1 雨天中止
実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

雨天中止 2 雨天中止
水質浄化の啓発（再掲） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

・ 水質浄化啓発事業の一環として、イベントへ参加し、水環境改善へ向
けた意識を啓発する。

・アクアフェスタ2009
3,000人

・530のまち環境フェスタ
10,000人

・アクアフェスタ2010
2,500人

・530のまち環境フェスタ
10,000人

530のまち環境フェスタ
5,000人

530のまち環境フェスタ
5,000人

530のまち環境フェスタ
6,500人

530のまち環境フェスタ
5,000人

530のまち環境フェスタ
7,500人

530のまち環境フェスタ
8,000人

豊橋みなとフェスティバ
ル：2000人

豊橋みなとフェスティバル
2018：2000人

海岸環境整備事業

整備済み離岸堤
３基 - - - - - -

整備済み突堤
１基 - - - - - -

汐川水質改善行動計画の実施（再掲） 環境基準達成月数率（％） 環境基準達成月数率（％） 環境基準達成月数率（％）

・ 「たはらエコ・ガーデンシティ推進計画」で課題としてあげられている「汐
川、三河湾の水質汚濁」を改善するため、平成１８年３月に策定した行動
計画に基づき効果的な対策を講ずる。

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

梅田川ふれあいクリーン作戦（再掲） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

1,600人 1,600人 1,500人 1,500人 1,500人 1,500人 雨天中止 雨天中止 1000 梅田川ふれあいクリーン作戦
2018：降雨により中止

実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

雨天中止 1 雨天中止
実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

雨天中止 2 雨天中止
サーフィン世界大会交流会 実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

- - - １回 1回 - - 1回 1回 2
延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

- - - 15,378人 26,878人 - - 1,200人 5,000人 -
海浜の清掃活動等 実施回数（回） 実施回数（回） 実施回数（回）

- - - 48回 46回 58回 54回 27回 47回 10回
実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

- - - 15箇所 15箇所 15箇所 17箇所 19箇所 23箇所 7箇所
延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

約4,300人 4,680人 3,170人
水生生物調査 実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数

1箇所 1箇所 8箇所 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所 2箇所 10箇所 3箇所
延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人） 延べ参加人数（人）

39人 34人 101人 9人 9人 10人 5人 9人 75人 10人

実施箇所数

延べ参加人数（人）

延べ参加人数（人）

環境基準達成月数率（％）

環境基準達成月数率（％）

実施回数（回）

延べ参加人数（人）

延べ参加人数（人）

延べ参加人数（人）

実施回数（回）

実施箇所数

突堤基数（基）

離岸堤基数（基）

田原市

豊橋市

実施回数（回）

環境基準達成月数率（％）

－

-

-

-

-
川・里海づくり

郷づくり

NPO穂の国森づくりの会

豊橋市

田原市

田原市

－

-

実施内容

堆肥化施設等の補助件数

・ 沿岸漁場の効用を高めるとともに、漁場環境の保全を図る。

三河湾・外海沿岸域
（渥美半島等）

まちづくり

豊橋市

田原市

流域市町、県水大気環境課
（報告機関：県水大気環境課）・ 身近な自然とふれあうことで、環境問題への関心を高めるとともに広く

水環境保全の普及啓発を実施する。

東三河農林水産事務所
・ 砂浜の保全・再生を図るため離岸堤、突堤の整備や養浜を行う。

田原市

豊橋市

森づくり

豊橋市・ 水質浄化啓発事業の一環として、地域、民間企業及び市の協働によ
り、梅田川の水質改善に向けた活動を実施する。

田原市・サーフィンの世界大会を開催することにより、世界の人々が交流を深め
るとともに、サーファー、釣り人、アカウミガメ等が共存する「自然の豊か
さ」や「環境保全の重要性」を再確認する。

・ 水質浄化啓発事業の一環として、地域、民間企業及び市の協働によ
り、梅田川の水質改善に向けた活動を実施する。

-

実施内容

－

-

-

-

【課題】

○汐川干潟は、渡り鳥の飛
来地であるとともに、多くの
干潟の生物が生息し、海域
の水質浄化に寄与すること
から、干潟の保全・再生の取
組が重要となっている。

【目標】

☆人と自然が共生する汐
川干潟
☆自然景観に恵まれた川

○貝類や野鳥が沢山みら
れ、人が安心して関わりあ
える干潟
○環境に配慮した農業の
推進による河川などの汚濁
の改善
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・除草・除伐・清掃（豊川、新城市市川下・有海及び豊川市松原町：5/19）
・除草・除伐・清掃（豊川、新城市一鍬田：5/31）

・除草・除伐・清掃（豊川、新城市日吉・市川下・有海：6/30）
・除草・除伐・清掃（豊川、新城市八名井・豊島・及び豊川市江島町：7/7）

・豊橋みなとフェスティバル2018（カモメリア周辺：7/15）
・豊かな海“三河湾”環境再生推進週間（豊橋市役所市民ギャラリー：7/24～7/30）

・川と海のクリーン大作戦(豊川吉田大橋周辺及び豊川左岸沖野地区:10/27)
・川と海のクリーン大作戦(三上緑地、豊川放水路管理棟前、東上河川敷グラウンド、
いこいの広場、一宮南部小学校前の堤防、金沢橋運動広場：10/27)

・啓発イベントなし

豊橋市

豊川市

蒲郡市

・啓発イベントなし

穂の国森づくりの会

朝倉川育水フォーラム

豊橋商工会議所 ・啓発イベントなし

豊川商工会議所 ・啓発イベントなし

・啓発イベントなし

・啓発イベントなし

・啓発イベントなし

蒲郡漁業協同組合 ・啓発イベントなし

豊川上漁業協同組合

事
業
者
・
県
民
・
民
間
団
体

新城森林組合 ・啓発イベントなし

豊橋農業協同組合 ・啓発イベントなし

愛知東農業協同組合

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

豊川総合用水土地改良区

★ 2019年度　東三河地域水循環再生地域協議会　水循環啓発イベントカレンダー

構成員

2019年 2020年

４月 ５月 ６月 ７月

８月
8/1

（水の日）
8/1～7
（水の週間）

９月
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

★ 2019年度　東三河地域水循環再生地域協議会　水循環啓発イベントカレンダー

構成員

2019年 2020年

４月 ５月 ６月 ７月

８月
8/1

（水の日）
8/1～7
（水の週間）

９月

・しんしろクリーンフェスタ2019(市内：6/1～11/30)

・表浜海岸共同パトロール(赤羽根ロングビーチ：5/19)
・里海ビーチクリーン(白谷海岸・江比間海岸：10/5～6)

・表浜自然ふれあいフェスティバル（東ヶ谷海岸他：12/7）

・河川清掃（豊川：8月） ・蒲郡・設楽町水源交流事業（蒲郡市：11月）
・豊橋市上下交流事業（豊橋市：7月） ・田原市との菜の花交流会

（田原市：2月）

・水生生物調査(豊川、豊橋市下条橋:6/19,7/10,9/4)
・水生生物調査(豊川、設楽町清嶺小学校前:8/5)

・水生生物調査(豊川、豊川市江島橋:9/11～12)
・水生生物調査(豊川、豊橋市当古橋・豊川放水路分流堰・吉田大橋:未定)
・水生生物調査(豊川、新城市日吉・布里、設楽町清流公園:未定)

・啓発イベントなし

新城設楽建設事務所 ・啓発イベントなし

水資源機構中部支社 ・啓発イベントなし

豊根村 ・啓発イベントなし

中部地方整備局
豊橋河川事務所

東三河総局

東三河総局
新城設楽振興事務所

・長ノ山湿地管理事業(杭補修・草刈等)(新城
市作手岩波、長ノ山湿地：1月～3月)

新城設楽農林水産事務所 ・啓発イベントなし

東三河農林水産事務所

・啓発イベントなし

国

中部地方環境事務所 ・啓発イベントなし

設楽町

東栄町 ・啓発イベントなし

市
町
村

新城市

田原市

中部地方整備局
三河港湾事務所

・啓発イベントなし
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

★ 2019年度　東三河地域水循環再生地域協議会　水循環啓発イベントカレンダー

構成員

2019年 2020年

４月 ５月 ６月 ７月

８月
8/1

（水の日）
8/1～7
（水の週間）

９月

・流域モニタリング一斉調査（県内全域：6/5～9/30)

・三河湾環境学習会(蒲郡市蒲郡港:8/3)

・パネル展示（県環境学習プラザ：8/1～8/31）

三河港務所 ・啓発イベントなし

農業水産局 ・啓発イベントなし

東三河建設事務所 ・啓発イベントなし
県

建設局 ・啓発イベントなし

環境局

・水循環関係パンフ
レット常設
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・除草・除伐・清掃（豊川、新城市日吉：5/19）
・除草・除伐・清掃（豊川、新城市市川下及び乗本：5/26）

・除草・除伐・清掃（豊川、新城市有海：6/1）

・豊橋みなとフェスティバル2018（カモメリア周辺：7/16）
・豊かな海“三河湾”環境再生推進週間（豊橋市役所市民ギャラリー：7/25～7/31）

・川と海のクリーン大作戦(豊川吉田大橋周辺及び豊川左岸沖野地区:10/28)
・川と海のクリーン大作戦(三上緑地、豊川放水路管理棟前、東上河川敷グラウンド、
いこいの広場、一宮南部小学校前の堤防、金沢橋運動広場：10/28)

★ 2018年度　東三河地域水循環再生地域協議会　水循環啓発イベントカレンダー

・啓発イベントなし

・啓発イベントなし

豊川商工会議所 ・啓発イベントなし

豊橋市

豊川市

蒲郡市

・啓発イベントなし

・啓発イベントなし

蒲郡漁業協同組合 ・啓発イベントなし

豊川上漁業協同組合

事
業
者
・
県
民
・
民
間
団
体

新城森林組合 ・啓発イベントなし

豊橋農業協同組合 ・啓発イベントなし

愛知東農業協同組合 ・啓発イベントなし

豊川総合用水土地改良区 ・啓発イベントなし

穂の国森づくりの会

朝倉川育水フォーラム

豊橋商工会議所

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 評価
構成員

2018年 2019年

４月 ５月 ６月 ７月

８月
8/1

（水の日）
8/1～7

（水の週間）

９月 １０月
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★ 2018年度　東三河地域水循環再生地域協議会　水循環啓発イベントカレンダー

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 評価
構成員

2018年 2019年

４月 ５月 ６月 ７月

８月
8/1

（水の日）
8/1～7

（水の週間）

９月 １０月

・しんしろクリーンフェスタ2018(市内：6/1～11/30)

・表浜海岸共同パトロール(赤羽根町大石海岸他：5/20)
・ビーチクリーン(赤羽根町大石海岸：9/2,9/6)

・里海ビーチクリーン(江比間、仁崎、山ノ神他：10/6～7)
・表浜自然ふれあいフェスティバル(谷ノ口、大草他：12/1)

・豊橋市上下交流事業（豊橋市：7/16） ・田原市との菜の花交流会
（田原市：2/15）

・水生生物調査(豊川、豊橋市下条橋:7/18～19)
・水生生物調査(豊川、設楽町清嶺小学校前:8/2)

・水生生物調査(豊川、豊橋市当古橋・豊川放水路分流堰・吉田大橋、設楽町清流公園:10/10)
・水生生物調査(豊川、豊川市江島橋、新城市日吉・布里:10/12)

東三河建設事務所 ・啓発イベントなし

・啓発イベントなし

東三河農林水産事務所 ・啓発イベントなし

新城設楽建設事務所 ・啓発イベントなし

設楽町

水資源機構中部支社 ・啓発イベントなし

県

東三河総局

東三河総局
新城設楽振興事務所

・長ノ山湿地管理事業(杭補修・草刈等)(新城
市作手岩波長ノ山湿地：2/21～3/13)

新城設楽農林水産事務所

国

中部地方環境事務所 ・啓発イベントなし

中部地方整備局
豊橋河川事務所

中部地方整備局
三河港湾事務所

・啓発イベントなし

・啓発イベントなし

市
町
村

新城市

東栄町 ・啓発イベントなし

豊根村 ・啓発イベントなし

田原市
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★ 2018年度　東三河地域水循環再生地域協議会　水循環啓発イベントカレンダー

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 評価
構成員

2018年 2019年

４月 ５月 ６月 ７月

８月
8/1

（水の日）
8/1～7

（水の週間）

９月 １０月

・流域モニタリング一斉調査（県内全域：6/5～9/30)

・パネル展示（県庁地下通路：7/30～8/10) ・第5回三河湾大感謝祭（蒲郡市民会館：10/28)

・パネル展示（県環境学習プラザ：8/1～8/31）

農業水産局 ・啓発イベントなし

建設局 ・啓発イベントなし

三河港務所 ・啓発イベントなし

環境局

・水循環関係パンフ
レット常設
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流域モニタリング一斉調査結果（東三河地域） 

１ 背景 

水循環再生行動計画では、水循環に対する県民意識の向上を図るため、気軽に参

加できる水環境の調査として、「流域モニタリング一斉調査」の実施を位置付けて

います。

この一斉調査は、水質・水量・生態系・水辺といった水循環に関する項目からな

る｢水循環再生指標｣（2007 年７月作成）を活用したもので、2009 年度から実施し

ています。水循環再生に向けた取組の評価や見直しに活用するだけでなく、流域全

体の状況把握や流域内の連携向上を期待して行っています。

２ 参加者公募状況 

幅広い県民を対象に流域モニタリング一斉調査の参加を促すため、事務局（県環

境部水大気環境課（現在は、環境局環境政策部水大気環境課））が 2019 年３月に参

加者を募集しました。 

また、市町村には参加者公募の広報を依頼しました。28 の市町村が広報、ホーム

ページ、チラシ等を活用して公募を行いました。

 表１ 公募状況 

※（ ）内は、2018 年度の状況を示す。 

  参考 

※（ ）内は、東三河地域の状況を示す。 

＜広報参考例＞ 

地域名 広報 
ホーム 
ページ 

チラシ 
複数 

（広報＋チラシ等） 
その他 合計 

尾張地域  4（ 6）  3（2）  0（2）   3（3）  0（0） 10（13） 

西三河地域  4（ 5）  2（2）  0（1）   7（2）  0（0） 13（10） 

東三河地域  2（ 2）  0（0）  0（1）   2（2）  1（0） 5（ 5） 

合計 10（13）  5（4）  0（4）  12（7）  1（0） 28（28） 

2018 年度 13（ 2）  4（0）  4（1）  7（2）  0（0） 28（ 5） 

2017 年度 17（ 2）  5 (1）  4（0）  8（2）  0 (0） 34（ 5） 

2016 年度 15（ 2）  7（1）  3（0） 10（3）  1（0） 36（ 6） 

豊橋市 ホームページ 広報たはら ５月号
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３ 参加の状況について 

 表２ 実施状況 

※2018 年度分には、伊勢湾流域圏一斉モニタリング（中部地方整備局）は含まない。 

※前年度とも水質環境目標値市民モニタリング（名古屋市・夏期）は含む。 

※（ ）内は、2018 年度の状況を示す。 

参考 

※（ ）内は、東三河地域の状況を示す。

４ 調査結果 

・全体の３割近くを占める伊勢湾流域圏一斉モニタリングのデータの提供がありま 

  せんでしたが、伊勢湾流域圏一斉モニタリングを除いて比較すると、延べ参加人数、

参加団体数、調査地点数ともに、昨年度とほぼ同数以上となりました。 

・尾張地域では、水の量においては昨年度と比べて評価が高い傾向が見られました 

が、全体として昨年より低い評価となりました。また、降雨により流されたもの 

も含めて、ゴミが目立つといった意見が多く寄せられました。 

・西三河地域の矢作川等流域では、水質をはじめ全ての項目で、昨年同様に高い評価

となりましたが、アシや雑草が繁茂し水辺に近寄りがたいといった意見が多く寄せ

られました。 

・東三河地域では、豊川・天竜川流域において相対的に評点が高く、項目ごとのバラ 

ンスも良い結果となりました。相対的に流量が大きいほど水がきれいで、川の水量 

が安定しており、水辺への親しみやすさを感じているのではないかと推察されます。 

地域名 
実施状況（2019 年度） 

市町村数 参加団体数 延べ参加人数 延べ調査地点数 

尾張地域  4（ 8） 38（ 53） 159（592）  40（ 95） 

西三河地域  4（ 7） 47（ 44） 257（257）  83（ 47） 

東三河地域  4（ 5） 10（  7） 242（ 88）  16（ 18） 

合計 12（20） 95（104） 658（937） 139（160） 

2018 年度 20（ 5） 104（  7）   937 (   88） 160（ 18） 

2017 年度 21（ 4） 108（  8） 1,273 (  131） 196（ 25） 

2016 年度 24（ 4） 122（  8） 1,271（  124） 196（ 20） 

2015 年度 27（ 5） 127（  9） 1,207（  104） 213（ 19） 

2014 年度 16（ 3） 120（  5）   691（  119） 146（ 10） 

2013 年度 21（ 4） 103（  4）   913（  104） 141（ 11） 

2012 年度 22（ 6） 141（  9） 1,002（  190） 230（ 14） 

2011 年度 22（ 5） 134（  5）   860（  128） 256（ 14） 

2010 年度 25（ 2） 103（  9） 1,000（   67） 210（ 12） 
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（平成27年７月10日閣議決定）
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（平成26年7月１日施行）
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○今年度開催した水循環勉強会について 

・第１回勉強会 

日時：令和元年６月１９日（水）午後１時３０分から

 場所：キリンビール名古屋工場（清須市寺野花笠１００） 

 議題：①キリンビールの取り組みの紹介、②地下水の現状と課題、

③渇水対策 

・第２回勉強会 

 日時：令和元年９月１０日（火）午後１時から              

 場所：ミツカン本社付近（半田市中村町２丁目６） 

議題：①ミツカン水の文化センター及び半田運河の取り組みの紹介、

②油ケ淵の水質浄化対策、③森林保全から見た愛知県の現状

と課題、④農業用水の現状と課題 

・第３回勉強会 

 日時：令和元年１２月１０日（火）午後１時３０分から

 場所：東三河総合庁舎会議室（豊橋市八町通５丁目４） 

 議題：①水循環施策の最近の動向（内閣官房水循環政策本部事務

局）、②三河湾の水環境と環境再生の取り組み、③洪水に対

するソフト対策 
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第１回水循環勉強会のまとめ 

○地下水について 

・過去に 業 で地下 を使いすぎた結果、愛知県では海部地域及び 三河の 

作古川周辺で地盤沈下がおこった。 

・地盤沈下を抑制するために、揚水規制をおこなった。 

・地下水使用を抑制し水位上昇の結果、地下構造物に影響が出ている。 

・これからは、地下水を管理しながら、うまく利用していくことが必要である。 

○渇水対策について 

・愛知県の水資源としては、木曽川、矢作川、豊川が主要３水系である。 

・川を流れている水を取って使い、それだけでは不足する場合に、ダムに貯めた

水を補給して使う。 

・水の安定供給のため大規模災害等のリスク管理も行っていく、というのが国

（国土審議会答申）の新しい考え方。 

・災害によるダムの決壊の恐れなど、直接被害に目が行きがちだが、地震後に異

常が見られてダムの水を抜いたり、地震や豪雨によりダムに土砂が流入したこ

とによる貯水量の減少、豪雨や噴火によって浄水場の想定を超えた川の水質変

化による断水の恐れなど、渇水につながるリスクは意外なところにもある。 

・インフラの老朽化対策や耐震化も重要である。 
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○座 意 

・ダムを作ってその水を工業用水に使い、地盤沈下を抑制している、という水の

流れはつながっており、このようなことについて考えることが重要である。 

・南海トラフ地震、気候変動については、現構想段階では入っていなかったので、

今度の流域計画ではぜひ盛り込みたい。 
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第２回水循環勉強会のまとめ 

○油ケ淵の水質浄化対策について 

・愛知県唯一の天然湖沼であるが、生活排水により汚濁負荷量が多い。 

・昭和 50 年代に比べれば水質は良くなっているが、ここ 10 年ほどは横ばいで

あり、「清流ルネッサンスⅡ」の目標値を達成していない。 

・今後、生活排水対策、浄化槽の設置に対する補助、代掻き水等の濁り対策、流

域下水道の整備を推進し、水質浄化促進に努める。 

○森林保全（水源かん養）から見た愛知県の現状と課題について 

・愛知県の森林面積は総土地面積に対して 42％あり、そのうち 64％が人工林で

ある。 

・愛知県の森林は矢作川、豊川の水資源を育むとして重要である。 

・適正な水源かん養機能を保つには、適切な人工林の育成が必要である。 

・愛知県では手入れ不足の人工林が多く、土壌流失、水源かん養機能の低下、土

砂災害の恐れなどの影響がある。 

・今後、間伐などの森林整備を推進し、水源のかん養、土砂災害の防止、木材生

産の供給資源として、利用していく必要がある。 

○農業用水の現状と課題について 

・愛知県の農業用水は木曽川水系、矢作川水系、豊川水系に大きく分かれる。 
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・濃尾用水、明治用水、松原用水等既得用水は河川自流水を水源とする。 

・愛知用水、矢作川総合用水、豊川用水等新規用水は、ダム等の水資源開発施設

による開発水及び河川自流水を水源とする。 

・営農形態の変化（水利用の変化）、農地の高度利用化（乾田化）による必要水

量の増加、農地の宅地化等による必要水量の増加、等の課題があり、単に農地が

減少したからと言って農業用水が減るわけではない。 

・平野部のゼロメートル地帯では塩害の対策が必要である。 
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第３回水循環勉強会のまとめ 

○三河湾の水環境と環境再生の取り組みについて 

・三河湾の環境悪化の構図としては、閉鎖性水域である三河湾の地理的要因に加

え、汚濁物質の増大と、干潟、浅場、藻場の減少による浄化機能の低下によると

考えられる。 

・陸域からの汚濁負荷量の削減については、生活排水処理施設の整備や事業場に

対する総量規制基準による排出規制、未規制事業場等の指導等により、発生負荷

量の削減を行っている。今後とも汚濁負荷量を削減していくことが必要である。 

・海域における取組としては、干潟・浅場の保全や再生、覆砂・浚渫等の海域環

境改善事業を今後とも進めていく必要がある。 

・三河湾の環境再生に向けた取組を進めるため、「三河湾環境再生プロジェクト」

を実施しており、三河湾環境再生パートナーシップ・クラブとの連携・協働し、

三河湾大感謝祭の開催など各種啓発活動を展開している。三河湾の環境再生に

はまず多くの県 に三河湾への関 をもってもらうことが重要であり、今後と

も、県 への三河湾の環境再 の PRに努めていくとともに、三河湾の環境保全

活動への参加促進を図っていく必要がある。 
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○洪水に対するソフト対策について 

・愛知県では、伊勢湾台風や東海豪雨等の水害を経験している。 

・近年は、大雨の発生状況が増加傾向にあり、水害リスク増大に伴う対応が必要

である。 

・水災害に対し、築堤・嵩上げ・河道掘削・引提などの河川工事等により、水害 

を回避・軽減するハード対策を重点的に進めているが、整備に時間と費用を要 

するため、住 の命を守るためには、ソフト対策が重要である。

・ソフト対策には、洪水浸水想定区域や河川水位計及びカメラなど河川防災情報 

を住 へ提供しているが、住 への周知が図れていないのが課題である。

・そういった状況の中で、一方通行の情報提供からコミュニケーション型の情報 

周知を目指して、「手作りハザードマップ」の作成や「大雨行動訓練」等、愛 

知県独自の水防災の取組として「みずから守るプログラム」を展開しており、 

引き続き、関係市町村、防災ＮＰＯと連携し、積極的に利用拡大を図っていく 

必要がある。 
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○今後の予定について 

・来年度は、勉強会の結果を受けて、検討会を尾張・ 三河・東三河

各地域 1 回ずつ計 3 回開催する予定である。時期は、８月から１０

月くらいを予定している。 

・改定に向けた議論、作業を事務局及び座 と進める予定。新年度

早々、本文中の資料等、関係機関に最新のデータ提供を依頼し、事務

局で作業を始めたい。また、文章に関してたたき台は事務局側で作成

し、検討会で構成員と議論を深めたい。 

・以上を協議会に諮って了承を得てから進めたい。主体はあくまで

も協議会であり、構成員であることに変わりはない。事務局だけで進

めるつもりはない。 

・検討会で議論を深め、各構成員と連絡を取りながら、次年度の協議

会で計画の改定案を提示し、了承を得たい。 

・その後、国に提出し、認定されれば、法定計画と認められる運びで

ある。 
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○現在の計画について 

・地域共通の目標として「人と水との豊かなかかわりの回復・創

造」を掲げている。 

・地域共通のめざす姿として、「安心して利用できるきれいな水」、

「暮らしを支えて流れる豊かな水」、「水が育む多様な生態系(いの

ち)」、「人と水とがふれあう水辺」の４項目について、取り組んで

いる。 

・流域別目標は、水循環再生に向けた取組テーマ（「森が活性化す

る森づくり」、「人と自然が元気な郷(さと)づくり」、「水が感じられ

るまちづくり」、「森と海をつなぐ川づくり・里海づくり」）を掲げ

ている。 

・今後、これらに、安定した水供給・排水の確保、地下水、気候変

動等を反映する予定である。 
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○新規構成員募集について 

・現在の各地域 循環再 地域協議会は、事業者・ 間団体、国・県

の機関、市町村、により構成されている。 

・最近は、団体の解散等で事業者・ 間団体の構成員数が減少してい

る。 

・そこで、新たに水に特化することなく、事業者等に広く協議会構成

員となってもらうよう、Web ページで募集を考えている。 

・新たな事業者が加わることにより、協議会がさらに活発になるこ

とが期待できる。 

42



ホーム > 組織でさがす > 水大気環境課 > 水循環再生地域協議会の構成員を募集し
ます。

水循環再生地域協議会の構成員を募集します。

掲載日：

水循環再生地域協議会構成員を募集します。

　尾張・西三河・東三河各地域水循環再生地域協議会では、活動をさらに充実させるために、新規構

成員を随時、募集します。

　水循環再生地域協議会とは、尾張・西三河・東三河各地域における、水環境の総合的な改善に向

け、県民・事業者・民間団体・行政が連携・協働して健全な水循環を再生するため、各地域に設置した

ものです。

　水に関する活動や、水に関心をお持ちの事業者や民間団体の方で、参加をご希望される方は、下

記様式に必要事項をご記入のうえ、郵便、ファクシミリ、電子メールにより、愛知県環境局環境政策部

水大気環境課まで、提出してください。

水循環再生地域協議会参加申込書 [Wordファイル／13KB]

Page 1 of 9水循環再生地域協議会の構成員を募集します。 -愛知県

2020/02/03http://cms2.intra.aichi/soshiki/detail.php?lif_id=269049&simulate_flg=043



水循環再生地域協議会構成員参加申込書 

所属  

代表者名  

担当者名  

電話番号  

FAX 番号  

e-mail address  

希望地域 尾張 ・  三河 ・ 東三河 

水に関する 

活動実績等 

送付先：愛知県環境局環境政策部水大気環境課調整・計画グループ 

（水循環再生地域協議会事務局） 

電話：052-954-6221 ファクシミリ：052-961-4025 

電子メール：mizutaiki@pref.aichi.lg.jp 
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